
　1 周目で 1008 枚の奇数を取り除き，1009 回目の操作

で最小の偶数である 2 を取り除きます。

　1000 は 8 の倍数ですが，16 の倍数でありません。4
周目に 8，24，40，… と取っていき，63 枚目が 1000 です。

                     → 1008＋504＋252＋63＝1827 回目の操作

　2016＝25×32×7 で，64 の倍数ではありません。6 周

目の最後で1008＋504＋252＋126＋64＋32＝1985回目。

　7 周目は 64 を飛ばして 128 の倍数を取りのぞき，128
で割ると 64 余る数が 2016－（1985＋15）＝16 枚残る。

　「継子立て」という有名な問題です。2n
（枚）のときに一

番小さいカードから取り始めると，一番大きいカードが

残ります。64，192，320， … ，1984 の 16 枚（24 枚）が残っ

ており，64 から取り始めるので，1984 が最後に残ります。
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（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

1，3，5，7，9， …………… ，2015（取る）2 の倍数＋1
（残る）2 の倍数

（取る）4 の倍数＋2
（残る）4 の倍数

（取る）8 の倍数＋4（残る）8 の倍数

（取る）16 の倍数＋8（残る）16 の倍数

（取る）32 の倍数＋16（残る）32 の倍数

（取る）64 の倍数＋32（残る）64 の倍数

1008 個

504 個

252 個

126 個

64 個

32 個

2，6，10， ……… ，2014

4，12， …… ，2012

8，24， … ，2008

16，48， … ，2000

32，96， … ，2016

2 周目

3 周目

1 周目

5 周目

6 周目

4 周目

（取る）128 の倍数

（残る）128 の倍数＋64

15 個

128，256， … ，19207 周目

　グラフ 1  全体の     （深さ 50cm）までに 450 秒かかる

ので，満水には 450×     ＝720 秒かかる。また，P，Q
の底面積比が 240：（450－240）＝8：7 だとわかります。

グラフ 2  Q に 50 cm 入れるのに 360×     ＝168 秒かか

ります。蛇口 A では満水に 720 秒かかるので，B では

720×       ＝576 秒かかります。また，蛇口 A，B の 1
分あたりの水量は 576：720＝4：5（逆比）だとわかる。
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　満水を 4×720＝2880 とすると，蛇口 2 つを使うと

2880÷（4＋5）＝320 秒かかります。全体の      までで

は 320×     ＝200 秒です。（1）より，先に Q が仕切り

いっぱいまで入るので，答えはグラフ 4 が適切です。

このとき（168 秒後），P には 4×168＝672 の水が入り，

P の底面積を 2880×     ÷80＝19.2 と表せるので，深

さ 672÷19.2＝35 cm まで水が入っています。

（2）（1）



図 4 の立体  底面が台形の柱体

　（3＋1.5）×6×     ×6＝81 cm3　

図 5 の立体  切断三角柱（高さが 3 cm，3 cm，4cm）

　3×4×    ×              ＝20 cm3

これらを合わせると 81＋20＝101 cm3 です。

光が通る部分は図 1，図 2 の斜線部分の合計です。とも

に切断三角柱で，体積が 3×3×    ×              ＝22.5 cm3

なので，合計は 22.5×2＝45 cm3 になります。

　図 3 の色のついた部分には光

が届きません。この体積が

3×6×    ×              ＝36 cm3

なので，光が通る部分の体積は

6×6×6－36＝180 cm3 です。
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　右図のように，電球は ABCD の

面から高さ 4 cmの位置にあります。

光の通る部分は，図 4，図 5 の斜線

部分の合計です。
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799999992（＝9×88888888）
69999993（＝9×7777777）
5999994（＝9×666666）

499995（＝9×55555）
39996（＝9×4444）

2997（＝9×333）
198（＝9×22）

9（＝9×1） … 8 通り

… 7 通り

… 6 通り

… 5 通り

… 4 通り

… 3 通り

… 2 通り

… 1 通り
〈A との差〉

〈A との差〉 〈選び方〉

〈選び方〉

1桁飛ばし

隣り合う数を選ぶ

7桁飛ばし

6桁飛ばし

5桁飛ばし

4桁飛ばし

3桁飛ばし

2桁飛ばし

　入れ替えてできる 9 桁の数が□□□□□□789 のとき，

A との差は下 3 桁が 000（1000 で割れる数）になります。

A の上 6 桁 123456 の中から 2 個の数を入れ替えるので，

選び方は 6 C 2＝          ＝15 通り（個）あります。
6×5
2×1

例えば，2桁飛ばしで 2 と 5 を入れ替えると 153426789
になり，A との差は 29970000 です。（2）（3）では 10 の

倍数については考えないので，左の図のようにまとめる

ことができます。

　2桁飛ばし，5桁飛ばしのとき，A との差が 2997，
5999994 で 37 の倍数です（37×3＝111 なので，111 の

倍数を探すとよい）。選び方は6＋3＝9通り（個）あります。

　A との差は 8 パターンありますが，これらは少なくと

も 9 の倍数（3 で 2 回割れる数）です。この時点で，3 で

（8＋7＋6＋5＋4＋3＋2＋1）×2＝72 回 割れます。また，

2997，5999994 を 9 で割ると 333，666666 で，3 でさら

に 2 回ずつ割れます。             →  72＋（6＋3）×2＝90 回
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　太線の平行四辺形は 1 面として数えましょう（図 4）。上

下左右前後 6 方向の面と，それ以外の 7 面を合わせると，

B は面を 6＋7＝13 個もちます。

　A と比べると，立方体 1 個（1 cm3），立方体の半分の三

角柱が 2 個（1 cm3）と，図 5 の切断三角柱が増えます。こ

れの体積が 1×1×    ×　　        ＝      cm3 なので，B は

7     ＋1×2＋     ＝10      cm3 です。

（ア）

（イ）

1
2

5
6

5
6

5
6

2
3

1＋1＋3
3

　太線部分が平行四辺形になることに特に注意しましょ

う（図 1）。上下左右前後の 6 方向と平行になる 6 面と，

斜めの面が 3 個あるので，全部で面は 6＋3＝9 個です。

　図 2 の切断三角柱は 1×2×    ×　　        ＝      cm3，

図 3 の切断三角柱は 1×1×    ×　　        ＝      cm3 な

ので，合計で 5＋     ＋     ＝7      cm3 です。
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